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神楽坂だより
日
本
人
の
基
底
・
穢
れ
と
禊

「
失
わ
れ
た
30
年
」
ニ
ッ
ポ
ン
再
興
は

第
一
次
産
業
の
振
興
・
高
度
化
に
あ
り

江
戸
時
代
の
幕
末
、
外
圧
に
よ
り
開
国
を
機
に

近
代
日
本
構
築
へ
欧
米
に
追
い
付
け
追
い
越
せ
で

富
国
強
兵
、
殖
産
産
業
に
重
点
を
置
き
明
治
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
今
日
ま
で
欧
米
化
・

洋
風
化
し
て
き
た
ニ
ッ
ポ
ン
、
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
、
特
に
、
戦
後
は
、
敗
戦
に
よ
り
米
国
の
影
響

が
大
き
く
、
安
全
保
障
、
教
育
、
議
会
制
度
、
税

制
、
文
化
生
活
習
慣
な
ど
あ
ら
ゆ
る
領
域
分
野
で

そ
の
影
響
を
受
け
て
お
り
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
１
９
８
０

年
代
か
ら
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
て
お
り
企
業

社
会
に
お
い
て
新
自
由
主
義
思
想
の
主
導
、
金
融

経
済
主
義
、
株
主
資
本
主
義
な
ど
自
己
中
心
で
利

己
的
、
お
金
あ
り
き
の
経
済
思
想
が
台
頭
、
少
子

高
齢
化
社
会
の
我
が
国
は
、
人
口
減
少
す
る
社
会

の
中
で
生
産
性
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
持
続
あ
る

成
長
は
期
待
で
き
ず
、
憂
国
の
危
急
存
亡
の
危
機

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
（
表
・
「
主
な
価
値
の
種

類
と
特
徴
」
参
照
）
。
地
方
の
疲
弊
、
閉
塞
感
を

打
開
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
昭
和
後
期
の

１
９
７
０
年
代
ま
で
栄
華
・
繁
栄
を
極
め
た
地
方

の
拠
点
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
我
が
国
の
再
興
、

世
界
で
の
復
権
、
再
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ
ッ
ポ

ン
の
再
興
は
、
地
方
振
興
が
カ
ギ
と
言
え
ま
す
。

北
前
船
の
寄
港
地
、
琵
琶
湖
の
水
運
地
、
利
根
川
、

長
良
川
の
水
運
な
ど
地
方
の
ど
の
地
域
に
お
い
て

も
そ
の
繁
栄
の
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
代
に

合
っ
た
地
域
資
源
が
豊
富
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
大
量
消
費
の
下

で
の
フ
ロ
ー
重
視
の
経
済
社
会
に
隠
れ
衰
退
期
に

あ
っ
た
伝
統
的
工
芸
品
等
地
場
産
業
の
地
は
、
世

界
的
に
は
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
の
新
興
国
を
中

心
に
人
口
拡
大
が
続
く
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
先
進

国
を
中
心
に
少
子
高
齢
化
に
転
じ
、
供
給<

需
要

の
図
式
か
ら
供
給>

需
要
へ
と
多
品
種
少
量
生
産

消
費
の
下
で
の
ス
ト
ッ
ク
重
視
の
経
済
社
会
に
移

行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
市
場

集
中
主
体
商
品
か
ら
付
加
価
値
の
高
い
一
物
多
価

商
品
へ
の
価
値
観
に
移
行
を
意
味
し
ま
す
。

起
点
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
江
戸
時
代
、

お
伊
勢
参
り
が
盛
ん
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
富
士

山
信
仰
の
吉
田
御
師
と
と
も
に
伊
勢
御
師(

お
ん

し)

の
存
在
が
大
き
く
、
毎
年
新
し
い
「
神
宮
大

麻
（
お
札
）
」
、
「
伊
勢
暦
」
な
ど
を
配
る
た
め

「
伊
勢
講
」
先
の
全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
伊
勢
か

ら
出
向
き
、
伊
勢
御
師
が
生
成
り
の
文
化
伝
承
の

伝
道
師
と
し
て
“
伝
播
・
弘
報
”
役
を
担
っ
た
意

義
は
計
り
知
れ
な
く
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

失
わ
れ
た
戦
後
79
年

バ
ブ
ル
経
済
で
の
一
億
総
中
流
意
識
を
体
感
し

物
質
的
に
は｢

豊
か
な
社
会
」
に
身
を
置
き
な
が

ら
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
「
失
わ
れ
た

30
年
」

で
は
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
ず
に
富
と
貧
困
な
ど

二
極
分
化
し
て
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
も
ろ
に
受

け
て
い
る
地
方
各
地
で
困
窮
に
喘
い
で
い
る
日
本

人
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
問
わ

れ
て
も
絶
え
な
い
企
業
・
団
体
・
行
政
の
不
祥
事
、

「
倫
理
・
道
徳
」
を
忘
れ
善
悪
よ
り
も
「
損
得
」

を
優
先
し
た
結
果
、
貧
相
な
精
神
構
造
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
根
源
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
社
会
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
政
治
に
主
因

が
あ
る
の
で
す
。
「
国
家
百
年
の
計
」
改
革
を
成

さ
ず
、
既
得
権
益
者
の
保
身
に
加
担
す
る
そ
の
場

し
の
ぎ
の
場
当
た
り
的
対
症
療
法
で
は
、
課
題
の

先
送
り
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
何
も
変
わ
ら
な
い
こ
と

は
自
明
の
理
で
す
。

唖
然
、
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
少
子
化

伊
勢
神
宮
内
宮
の
別
宮
「
滝
原
宮
」
の
あ
る
三

重
県
度
会
郡
大
紀
町
（
人
口

約
７
千
人
）
は
、

町
内
に
４
つ
の
小
学
校
（
七
保
４
・
大
宮
11
・
錦

４
・
大
紀
０
）
が
あ
り
、
今
春
、
小
学
校
に
19
人

が
入
学
、
こ
の
う
ち
旧
大
内
山
村
の
大
紀
小
学
校

の
新
入
学
は
、
と
う
と
う
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

錦
小
学
校
と
統
合
し
て
、
新
「
大
紀
小
学
校
」
と

な
る
予
定
で
す
。
筆
者
が
伊
勢
支
店
、
尾
鷲
支
店

在
職
中
は
、
約
91
％
が
山
林
の
大
紀
町
（
当
時
は

大
宮
町
、
紀
勢
町
、
大
内
山
村
の
２
町
１
村
）
は

吉
田
家
、
乾
家
を
は
じ
め
山
林
事
業
、
酪
農
、
錦

の
漁
業
や
電
子
部
品
・
縫
製
事
業
で
ま
ち
は
潤
い

得
意
先
の
多
い
地
域
で
し
た
。

で
は
、
ど
う
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
明
治

維
新
か
ら
戦
中
・
戦
前
ま
で
の

77
年
間
（
昭
和

20
年
）
よ
り
も
戦
後
か
ら
の

79
年
間
（
令
和
６

年
）
の
方
が
長
く
な
り
、
特
に
、
米
国
思
想
・
価

値
観
に
染
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
行
き
詰
ま
っ

た
ら
、｢

原
点
」
に
帰
れ
で
す
。
原
点
の
哲
学
・

倫
理
に
戻
り
、
第
一
次
産
業
の
再
興
の
未
来
を
考

え
る
べ
き
で
す
。
資
本
主
義
、
心
の
教
育
、
自
然

観
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
の
人
々
の
間
に
新
し
い

人
間
観
、
価
値
観
が
生
ま
れ
ニ
ッ
ポ
ン
の
特
異
な

歴
史
文
化
か
ら
日
本
人
の
基
底
「
ケ
ガ
レ
と
み
そ

ぎ
の
精
神
」
が
評
価
さ
れ
て
き
て
お
り
原
点
に
立

ち
返
る
好
機
で
す
。
生
命
倫
理
の
欠
如
が
叫
ば
れ

る
今
日
、
歴
史
文
学
や
賢
人
の
生
き
方
の
中
か
ら

日
本
固
有
の
生
命
観
を
探
る
「
穢
れ
（
氣
枯
れ
）

と
禊
（
潔
斎
）
」
そ
の
基
底
の
精
神
は
、
山
岳
信

仰
と
極
楽
思
想
の
生
命
観
、
神
と
人
間
・
体
と
心

（
精
神
）
「
義
・
仁
・
信
」
の
倫
理
観
、
日
本
人

の
価
値
観
に
は
判
断
基
準
の
神
は
い
な
い
の
で
す
。

そ
の
象
徴
、
ニ
ッ
ポ
ン
の
凝
縮
・
縮
図
・
範
が
神

宮
の
存
在
、
日
々
の
営
み
な
の
で
す
。
（
篤
麿
）

日
本
青
伸
会

５
月

月
例
茶
話
会
で
講
話

公
益
社
団
法
人
日
本
青
伸
会
（
東
京
都
千
代

田
区
西
神
田
２
・
理
事
長

久
本
惠
章
）
主
催

の
５
月
茶
話
会
（
月
例
会
）
が
５
月
２
日
㈭

19

時
か
ら
西
神
田
コ
ス
モ
ス
館
（
千
代
田
区
西
神

田
２
丁
目
６-

２
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

神
宮
朔
日
参
り
・
赤
福
「
朔
日
餅
」
を
い
た

だ
き
な
が
ら
「
日
本
の
心
を
学
ぼ
う
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
毎
月
２
日
夜
、
月
例
茶
話
会
を

催
し
て
い
ま
す
。

昨
年

11
月
の
月
例
茶
話
会
講
話
に
続
い
て
今

回
は
、
リ
ア
ル
＆
リ
モ
ー
ト
形
式
で
同
会
場
に

出
向
い
て
対
面
で
小
職
東
村
が
講
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

「
日
本
人
の
基
底
・
穢
れ
と
禊

感
謝
と
祈

り

人
流
に
変
化
」
を
テ
ー
マ
に
「
遷
宮
と
経

済
の
関
係
性
」
を
研
究
し
て

50
年
余
、
そ
の
符

合
性
と
価
値
観
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

照
会
・
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

日
本
青
伸
会

htt
ps://www.

seishinkai
.jp/



第63回式年遷宮の主な日程表（推定） 2024.03.31

和暦年 西暦年

令和７ 2025 平成17 2015 5,659,366

令和８ 2026 平成18 2016 6,295,053

令和９ 2027 平成19 2017 7,086,912

令和10 2028 平成20 2018 7,505,408

令和11 2029 平成21 2019 7,986,285

令和12 2030 平成22 2020 8,828,851

令和13 2031 平成23 2021 7,885,784

令和14 2032 平成24 2022 8,031,095

令和15 2033 平成25 2023 14,204,816
出典：所功『お伊勢さんの式年遷宮と廣池千九郎』モラロジー研究所,55pを基に各種資料.作成：筆者　（注）日付は、内宮の行事日、外宮も遷御に合わせ斎行。

遷宮に関わる行事は、すべて天皇陛下の御聴許を仰ぎ決定される。次回の参考に過ぎない。

3月11日、立柱祭、御形祭、3月26日、上棟祭、5月23日、楣付祭、7月21日、甍祭

7月～8月、御白石持行事、9月13日御戸祭、9月17日、御船代奉納式、9月24日、洗清、9月25日、心御柱奉

前回第62回式年遷宮
神宮への参拝者数

緒祭行事

5月2日、山口祭、木本祭、6月3･5日御杣始祭、6月9･10日、御樋代木奉曵式、9月17･19日、御船代祭（外宮は
19日）

4月12･13日、御木曳初式、4月21日、木造始祭、5月～7月、第一次御木曳行事、5月、仮御樋代木伐採式

5月～7月　第二次御木曳行事

4月25日、鎮地祭

11月3日、宇治橋渡始式
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お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

令
和
６
年
・
紀
元
２
６
８
４
年
甲
辰

４
月

卯
月

２
日（
火
）
神
田
御
種
祭

午
前
９
時

神
嘗
祭
を
は
じ
め
、
諸
祭
典
に
お
供
え
す
る
御
料
米

の
忌
種
を
神
田
に
蒔
く
お
祭
り
で
す
。

３
日（
火
）神
武
天
皇
祭
遥
拝

午
前
９
時

宮
中
の
皇
霊
殿
に
お
い
て
、
神
武
天
皇
祭
が
執
り
行

わ
れ
る
に
つ
き
、
神
宮
に
お
い
て
も
遙
拝
式
を
行
い
ま

す
。

15
日（
月
）蚕
糸
祭

養
蚕
業
と
繊
維
業
の
発
展
を
祈
る
御
神
楽
が
奉
奏
さ

れ
「
こ
か
い
箸
」
を
授
与
し
ま
す
。

17
日（
水
）大
麻
用
材
伐
始
祭

午
前
10
時

今
年
度
の
大
麻
用
材
に
用
い
る
御
用
材
を
伐
り
始
め

る
お
祭
り
で
す
。

19
日（
金
）
月
夜
見
宮
春
季
大
祭

外
宮
別
宮
月
夜
見
宮
に
お
い
て
月
夜
見
宮
奉
賛
会
主

催
の
神
恩
感
謝
の
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

25
日（
木
）植
樹
祭

将
来
の
遷
宮
用
材
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
大
宮
司
以

下
職
員
が
宮
域
林
に3

年
生
の
ヒ
ノ
キ
苗
約
４
０
０
本

を
植
え
ま
す
。

28
日（
日
）・
29
日（
月
・
祝
）・
30
日（
火
）

５
月
１
日（
水
）・
２
日（
木
）春
の
神
楽
祭

神
恩
に
感
謝
を
捧
げ
、
国
民
の
平
安
を
祈
っ
て
行
わ
れ

る
行
事
で
、
舞
楽
や
神
苑
で
の
神
賑
行
事
が
拝
観
で
き
ま

す
。
神
宮
の
舞
女
（
ま
い
ひ
め
）
は
、
18
歳
で
任
用
さ
れ

23
歳
で
退
任
、
最
終
年
に
は
、
全
国
か
ら
親
御
さ
ん
た
ち

が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

公
開
舞
楽

期
間
中
毎
午
前
11
時

内
宮
神
苑
特
設
舞
台

※
雨
天
時
の
公
開
舞
楽
は
参
集
殿
で
行
い
ま
す
。

28
日（
日
）～
５
月
２
日（
木
）
正
午
～
午
後
２
時

林
崎
文
庫（
内
宮
前
）の
公
開

春
の
神
楽
祭
に
あ
わ
せ
て
国
史
跡
・
旧
林
崎
文
庫
（
内

宮
前
・
タ
ク
シ
ー
駐
車
場
上
）
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

30
日（
火
）大
祓

午
後
３
時

５
月
の
神
御
衣
祭
に
先
立
ち
、
大
宮
司
以
下
の
神
職
・

楽
師
を
祓
い
清
め
る
儀
式
で
す
。

外
宮
・
内
宮

一
般
参
拝

午
前
５
時
～
午
後
６
時

御
祈
祷

両
宮
と
も
午
前
８
時
～
午
後
４
時

（
ご
奉
仕
８:

30
～
）

祭
典
は
、
参
拝
時
間
内
で
は
奉
拝
で
き
ま
す
。

日
別
朝
夕
大
御
饌
祭

外
宮
御
饌
殿
毎
朝
夕

神
馬
牽
参

１
日(

月)

、
11
日(

木)
、
21
日

(

日)

両
宮

午
前
８
時
過
ぎ

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
加
わ
り
３
密
回
避
に
は
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
参
拝
に
あ
た
っ
て
は
神
宮

Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

話
題

二
見
興
玉
神
社
参
拝
者
数
が

増
加
傾
向

外
宮
参
拝
者
数
を
上
回
る

意
味
す
る
コ
ト

戦
後
、
初
め
て
の
第
59
回
式
年
遷
宮
が
斎
行
さ

れ
た
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
の
両
宮
へ
の
参
拝

者
数
は
、
４
、
８
２
０
、
１
９
２
人
で
、
う
ち
外

宮
へ
は
、
２
、
４
１
９
、
５
８
１
人
と
内
宮
同
の

２
、
４
０
０
、
６
１
１
人
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

天
照
大
御
神
の
御
神
慮
に
よ
っ
て
豊
受
大
神
宮

が
お
鎮
ま
り
に
な
っ
た
こ
と
に
は
、
ど
ん
な
意
味

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
神
宮
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
、

皇
大
御
神
は
、
豊
受
大
御
神
の
御
神
慮
を
仰
ぐ
こ

と
な
し
に
、
食
事
に
代
表
さ
れ
る
生
活
全
般
の
正

し
い
豊
か
な
営
み
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
み

ず
か
ら
お
教
え
く
だ
さ
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
御
代
は
大
陸
と
の
交
通
が
ま
す
ま
す
盛
ん
と

な
り
、
産
業
の
開
発
も
著
し
く
、
国
富
は
い
よ
い

よ
充
実
し
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

そ
の
深
い
神
慮
の
ほ
ど
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
内

宮
の
祭
儀
に
先
だ
っ
て
御
饌
都
神
に
お
食
事
を
奉

る
の
で
す
。
祭
典
の
順
序
に
な
ら
い
、
参
拝
も
外

宮
か
ら
内
宮
の
順
に
お
参
り
す
る
の
が
な
ら
わ
し

「
外
宮
先
祭
げ
く
う
せ
ん
さ
い
」
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
車
社
会
の
到
来
と
内
宮
前
界
隈

に
観
光
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

逆
転
現
象
が
定
着
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
っ
て
価
値
観
も
代
わ
り
時
代
は
変
わ
り
ま
し
た
。

原
点
回
帰
の
禊
・
御
塩
か
ら
と
次
代
を
読
み
ま
す
。

系列１ 二見興玉神社

系列 2 神宮外宮
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【
霞
が
関
】
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
前

に
相
続
し
た
未
登
記
の
不
動
産
に
つ
い
て
は
、

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
（
不
動
産
を
相
続

で
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
は
令
和
６
年

４
月
以
降
の
場
合
は
、
そ
の
日
か
ら
３
年
居

な
い
）
に
相
続
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
の
民
法
改
正
に

よ
り
、
相
続
の
開
始
か
ら

10
年
を
経
過
し
た

後
に
す
る
遺
産
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

具
体
的
相
続
分
を
考
慮
せ
ず
、
法
定
相
続
分

又
は
遺
言
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
相
続
分
す

な
わ
ち
指
定
相
続
分
に
よ
り
行
な
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
法

務
局
「
登
記
手
続
き
案
内
」
（
１
回

20
分
居

な
い
・
完
全
予
約
制
）
、
司
法
書
士
な
ど
の

専
門
家
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

急
増
す
る
サ
ポ
ー
ト
詐
欺

に
注
意

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
品
川
】
独
立
行
政
法
人
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
パ
ソ

コ
ン
で
警
告
が
出
た
ら
サ
ポ
ー

ト
詐
欺
を
疑
え
」
と
特
に
、
70

歳
以
上
の
高
齢
者
に
被
害
が
急

増
し
て
お
り
、
注
意
喚
起
を
し

て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
「
サ
ポ
ー

ト
詐
欺
」
の
相
談
が
都
道
府
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
依
然

と
し
て
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。サ

ポ
ー
ト
詐
欺
と
は
、
パ
ソ

コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

用
中
に
突
然
「
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
い
ま
す
」
等
の
警
告
画

面
や
警
告
音
が
出
て
、
そ
れ
ら

を
き
っ
か
け
に
警
告
画
面
上
に

表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に

電
話
を
か
け
さ
せ
、
偽
の
サ
ポ
ー

ト
に
誘
導
し
、
サ
ポ
ー
ト
料
金

を
支
払
わ
せ
る
詐
欺
の
手
口
で

す
。最

近
の
相
談
状
況
を
見
ま
す

と
、
相
談
件
数
は
年
間
５
千
件

で
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
２

０
２
３
年
度
は
、
前
年
同
期
と

比
較
し
て
約
１
・
３
倍
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

特
に
70
歳
以
上
の
方
々
か
ら

の
相
談
件
数
が
大
幅
に
増
加
し

て
お
り
、
新
た
な
手
口
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

で
送
金
を
指
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

怖
が
ら
ず
に
無
視
を
す
る
こ
と

と
勝
手
を
知
っ
て
い
る
子
や
孫

の
方
々
な
ど
に
相
談
し
て
サ
ポ
ー

ト
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
。

相
続
登
記
の
申
請
が
４
月
か
ら
義
務
付
け
さ
れ
ま
し
た

社
会
保
障
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

介
護
報
酬
の
改
定
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
に

は
、
入
所
利
用
者
が
誤
嚥
性
肺
炎
や
尿
路
感
染
症
な
ど
で
容
体
が
急
変

し
た
場
合
、
す
ぐ
に
医
師
を
派
遣
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
の
確
保
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
入
所
利
用
者
の
生
活
の
質
を
確
保
す
る
こ
と
が

医
療
機
関
と
介
護
施
設
連
携
の
狙
い
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
図
及
び
制
度
変

更
の
表
は
、
読
売
新
聞2024.04.0

2

付
転
載
。
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研究員だより
編集発行人

東村 篤（JSPS日本学術振興会）
四日市大学研究機構環境技術研究所研究員

（一社）事業と相続の駆け込み寺プロフェ

ショナルチームメンバー

（一社）国際CCO交流研究所理事主任研究員
（一社）全国元気まち研究会研究員

日本広報学会/四日市大学学会

（4）

岩
崎
学
長
が
任
期
満
了
退
任

第
４
代
学
長
に
喜
岡
渉
氏
就
任

【
四
日
市
】
四
日
市
大
学
は
、
令
和
６
年

３
月
31
日
付
で
岩
崎
恭
典
学
長
（
68
）

が
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
、
４
月
１
日
付

に
て
喜
岡

渉
氏
（
学
校
法
人
暁
学
園
理

事
長
兼
務
・
名
古

屋
工
業
大
学
名
誉

教
授
・
72
）
が
第

４
代
学
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

岩
崎
学
長
は
、

小
職
が
在
職
中
、

総
合
政
策
学
部
教

授
と
し
て
、
伊
勢

市
駅
前
の
再
開
発
・

中
心
市
街
地
整
備
事
業
計
画
や
市
民
活
動

助
成
金
事
業
の
委
員
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、

特
記
す
べ
き
は
、
宗
村
南
男
暁
学
園
理
事

長
兼
四
日
市
大
学
学
長
が
平
成
28
（
２

０
１
６
）
年
４
月
、
急
逝
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
学
長
代
行
を
兼
任
、
大
学
運
営
の
重

責
を
担
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
文
部
科
学

省
採
択
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
地
（
知
）
の
拠
点
事
業

の
中
心
的
存
在
と
し
て
世
界
を
見
つ
め
地

域
を
考
え
る
大
学
と
位
置
づ
け
学
内
の
各

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
、
調
整
役
を
務
め
ら

れ
大
学
発
展
へ
推
進
力
を
発
揮
さ
れ
大
変

お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
、
暁
学
園
顧
問
特
命
事

項
担
当
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写
真
・
伊
勢
市
ま
ち
づ
く
り
で
岩
崎
学
長
講
演

模
様
・
い
せ
ト
ピ
ア2023.11.0

3

東
駒
形
は
、
東
京
の
四
日
市

東
京
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
「
本
所
吾
妻

橋
」
界
隈
の
墨
田
区
東
駒
形
は
、
東
京

の
四
日
市
大
学
人
脈
で
び
っ
く
り
で
す
。

四
日
市
大
学
谷
岡
経
津
子
名
誉
教
授
か

ら
紹
介
を
い
た
だ
き
研
究
員
を
務
め
る

一
般
社
団
法
人
全
国
元
気
ま
ち
研
究
会

（
理
事
長

福
留
強
聖
徳
大
学
名
誉
教

授
）
事
務
局
、
谷
岡
先
生
の
教
え
子
は
、

も
つ
焼
き
食
事
処
「
稲
垣
」
（
株
式
会

社
稲
垣
代
表
取
締
役

稲
垣
敬
一
）
の

女
将
、
四
日
市
大
学
研
究
機
構
環
境
技

術
研
究
所
Ｙ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
木

工
利
用
で
の
認
知
症
対
応
パ
ズ
ル
の
開

発
（
６
ｐ
・
７
Ｐ
参
照
）
で
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
（
代
表

山
田
力
志
）
連
携

先
あ
た
ま
の
遊
び
場
ぶ
ん
か
ぶ
（
代
表

溝
口
透
）
は
、
い
ず
れ
も
東
駒
形
に

所
在
し
ま
す
。

隅
田
川
に
架
か
る
吾
妻
橋
を
渡
る
と
浅

草
雷
門
界
隈
、
こ
こ
に
は
四
日
市
大
学
卒

業
生
の
ユ
イ
・
タ
ム
兄
弟
が
経
営
の
㈱

Ｂ
Ｔ
Ｋ
バ
イ
ン
ミ
ー
シ
ン
チ
ャ
オ
浅
草

店
が
あ
り
ま
す
。

◆
１
９
９
０
年
以

降
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

後
、
特
に
平

成

12

（
２
０
０
０
）
年
４

月

か

ら
の
介
護
保
険
法
、
成
年
後
見

制
度
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
ペ
イ

オ
フ
（
預
金
保
険
制
度
）
な
ど
こ
れ
ま
で

の
「
家
（
家
族
）
」
の
起
点
か
ら
「
個

（
本
人
）
」
を
起
点
と
し
た
自
己
責
任
制

度
に
施
行
し
て
以
来
、
暮
ら
し
・
生
活
に

お
い
て
個
々
の
意
思
決
定
に
委
ね
る
、
重

ん
じ
る
が
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
先
日
も
大
阪
の
元
高
校
「
倫
理
」
教
員

か
ら
「
年
々
、
社
会
で
の
倫
理
観
が
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
が
淋
し
い
、
昭
和
の

時
代
で
は
こ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と

嘆
い
て
い
ま
し
た
。
◆
ど
こ
に
問
題
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
社
会
に
顕
在
化
し
て

い
る
現
象
と
し
て
「
自
分
だ
け
で
精
一
杯
。

関
わ
り
た
く
な
い
」
、
そ
の
根
源
は
、
平

成
７
（
１
９
９
５
）
年
か
ら
の
急
速
な
デ

ジ
タ
ル
化
社
会
の
進
展
で
ス
マ
ホ
（
携
帯

型
情
報
端
末
機
器
）
の
飛
躍
的
な
普
及
で

生
活
の
必
需
品
ツ
ー
ル
化
し
た
こ
と
で
個

人
の
情
報
受
発
信
が
容
易
と
な
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
Ｘ
・
Ｆ
Ｂ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・Y

o
u
T
u
b
e

な
ど
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
機
能
）

が
普
及
、
情
報
の
取
捨
選
択
権
が
個
人
に

移
行
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
結
果
、
法
改

正
・
制
度
制
定
も
あ
り
自
己
中
心
主
義
の

台
頭
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
◆
関
わ
り
た
く

な
い
も
「
個
」
個
人
だ
け
で
は
生
涯
を
生

き
抜
け
な
い
。
「
共
助
」
の
支
え
合
い
が

あ
っ
て
健
全
化
す
る
の
で
す
。
精
神
の
自

律
「
共
感
」
で
「
他
者
」
を
理
解
・
行
動

こ
そ
が
そ
の
源
泉
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

先
憂

後
楽

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の

な
さ
を
象
徴
す
る
ニ
ッ
ポ
ン

超
低
金
利
が
長
く
続
い
て
い
る
ニ
ッ

ポ
ン
、
本
来
、
預
金
利
息
と
し
て
受
け

取
る
べ
き
利
子
は
、
実
に
約
４
９
０
兆

円
も
の
お
金
が
「
家
計
」
部
門
か
ら

「
国
・
地
方
・
公
共
」
・
「
民
間
」
部

門
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

環
境
下
に
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
日
本
銀

行
は
、
金
融
政
策
を
転
換
、
ゼ
ロ
金
利

状
態
か
ら
脱
し
、
連
動
す
る
形
で
各
金

融
機
関
は
、
預
・
貯
金
金
利
を
改
定
し

て
引
き
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９

８
０
年
代
ま
で
は
、
年
７
％
の
金
利
で

10
年
経
て
ば
２
倍
に
「
72
の
法
則
」
が

日
常
で
し
た
。
金
利
０
・
０
１
％
で
は
、

元
本
が
２
倍
に

な
る
の
に
７
、

２
０
０
年
か
か

る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
だ

け
、
金
利
の
影

響
は
大
き
い
の

で
す
。
金
融
ト

ラ
ブ
ル
、
詐
欺

に
遇
わ
な
い
た

め
に
も
幼
少
か

ら
の
金
銭
感
覚
、

知
識
を
身
に
付

け
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。



第93号（通算410号） 神楽坂だより おいない通信News Letter 令和6年4月15日(月) （５）

Ｓ＆Ｇ会報
リモート形式（ＬＩＮＥ利用）

入退室自由・無料（通信料は各自）

毎週日曜日18時から30分間

東京世話役/東村 篤

伊勢世話役/中川義郎

京都世話役/三木俊和
「招待」を送らせていただきます。

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
紙
齢
40
年

通
算
４
１
０
号

何
か
を
し
続
け
る
こ
と
は
、
何
か
一
区
切

り
と
な
る
出
来
事
が
な
け
れ
ば
止
め
ら
れ
な

い
も
の
で
す
。

そ
れ
が
自
己
満
足
に
過
ぎ
な
く
て
も
止
め

る
こ
と
が
怖
い
と
感
じ
る
か
ら
で
す
。

毎
月
、
編
集
発
行
す
る
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
「
神
楽
坂
だ
よ
り
」(

お
い
な
い
通
信)

は
、
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
４
月
、
伊
勢

か
ら
の
転
勤
転
居
が
き
っ
か
け
、
題
字
を

「
尾
鷲
だ
よ
り
」
発
刊
か
ら
、
「
い
た
か
だ

よ
り
」
、
「
ま
ほ
ら
」
、
「
あ
さ
ひ
な
」
、

「
神
楽
坂
だ
よ
り
」
、
「
か
よ
う
だ
よ
り
」
、

「
お
い
な
い
だ
よ
り
」
、
「
神
楽
坂
だ
よ
り
」

と
変
更
し
な
が
ら
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
40

年
に
わ
た
っ
て
編
集
発
行
を
続
け
て
い
ま
す
。

発
行
の
都
度
、
愛
読
者
？
の
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

中
で
私
の
属
性
・
職
歴
か
ら
「
株
価
は
、
ど

こ
ま
で
上
が
る
の
で
す
か
ね
ぇ
」
、
「
何
を

買
え
ば
、
儲
か
る
の
で
す
か
」
が
多
い
こ
と

で
す
。

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
か
ら
30
年
余
、
１
９
９

５
年
か
ら
２
０
１
２
年
辺
り
ま
で
私
の
顔
を

見
る
と
「
な
お
、
寒
気
が
す
る
、
株
は
、
も

う
懲
り
懲
り
」
と
冷
や
や
か
な
お
客
さ
ま
、

友
人
、
知
人
の
多
さ
で
し
た
。

ウ
ォ
ー
レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
指
標
の
効
果

(

日
本
市
場
は
株
式
時
価
総
額
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
額

の
比
較
で
は
、
割
安)

、
信
者(

儲
か
る
は
信

者
と
書
く
）
、
地
球
の
隅
か
ら
隅
ま
で
、
あ

ら
ゆ
る
モ
ノ
コ
ト
を
営
業
対
象
の
総
合
商
社

株
を
推
奨
か
ら
日
本
株
は
、
再
び
、
上
昇
の

ト
レ
ン
ド
入
り
を
し
て
い
ま
す
。

思
え
ば
、
日
経
平
均
株
価
は
、
平
成
21

（
２
０
０
９
）
年
３
月
、
７
、
０
５
４
円

(

終
値
ベ
ー
ス)

、
ザ
ラ
バ
で
は
、
７
千
円
割

れ
で
し
た
。

そ
う
い
う
陰
の
局
面
で
は
買
わ
ず
、
現
在

の
日
々
の
上
昇
に
一
喜
一
憂
し
て
買
お
う
か
、

売
ろ
う
か
、
の
迷
い
の
心
理
状
態
に
あ
る
の

が
一
般
的
な
姿
で
す
。

忘
れ
な
い
で
欲
し
い
、
株
価
の
大
暴
落
は
、

「
宴
の
中
」
に
あ
り
ま
す
。

戦
後
に
お
い
て
も
ス
タ
ー
リ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ

ク
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ

ク
と
い
ず
れ
も
現
状
の
信
認
、
過
信
の
と
き

に
起
き
て
い
ま
す
。

ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
著
「
シ
ョ
ッ
ク
・
ド

ク
ト
リ
ン
」(

惨
事
便
乗
型
資
本
主
義
の
正

体
を
暴
く)
が
、
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
の
ニ
ク
ソ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
（
ド
ル
と
金
の
交
換
停
止
）
以
降
、

新
自
由
主
義
、
金
融
の
高
度
化
、
複
雑
化
で

「
お
金
あ
り
き
」
の
世
界
、
社
会
経
済
か
ら

経
済
社
会
へ
と
資
本
主
義
は
、
変
質
し
て
い

ま
す
。
ロ
シ
ア
、
中
国
も
政
治
体
制
が
違
え

ど
同
様
で
す
。

株
式
市
場
に
お
い
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
、
３
つ
の
法
則
性
、
投
資
鉄
則
の
理

解
で
す
。

①
経
済
に
は
誤
謬
性(

例

ミ
ク
ロ
で
は

正
し
く
と
も
マ
ク
ロ
で
は
、
必
ず
し
も
一

致
し
な
い)

が
あ
る
こ
と

②
情
報
の
非
対
称
性(

デ
ジ
タ
ル
Ｉ
Ｔ
社

会
と
な
っ
て
も
「
売
方
の
論
理
」
有
利
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
握
っ
た
特
定
の
企

業
体
・
業
者
に
情
報
集
中
、
情
報
把
握

「
買
方
不
利
」
は
変
わ
ら
ず)

が
あ
る
こ
と

③
情
報
の
脆
弱
性(

ア
ナ
ロ
グ
社
会
の
文

字
文
化
と
は
違
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
視
覚

文
化
は
、
作
り
手
の
自
由
自
在
、
高
度
化
、

進
化
も
個
人
情
報
は
じ
め
リ
ス
ク
な
し
は

構
築
で
き
な
い)

こ
と

こ
の
よ
う
な
現
在
の
社
会
の
環
境
の
中
で

株
式
市
場
を
観
る
と
、
操
り
操
ら
れ
て
い
る

舞
台
裏
が
良
く
見
え
ま
す
。

そ
れ
は
、
大
学
人
に
加
え
不
動
産
金
融
・

投
融
資
の
審
査
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
情
報
に
は､

事
実
は
一
つ
で
も
見
方

に
よ
っ
て
買
い
方
有
利
に
も
な
り
ま
す
。
書

き
方
次
第
だ
か
ら
で
す
。

ネ
ッ
ト
社
会
に
な
っ
て
も
頑
な
に
三
現

(

現
実
・
現
物
・
現
場)

主
義
に
徹
し
て
取
材

調
査
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

紛
争
、
戦
争
な
ど
、
自
分
た
ち
の
都
合
で

誘
引
が
可
能
な
の
で
す
。
情
報
操
作
バ
イ
ア

ス
、
フ
ェ
イ
ク
を
流
布
、
一
番
怖
い
の
は､

「
知
っ
た
ら
終
い
」
、
テ
ク
ニ
カ
ル
分
析
の

チ
ャ
ー
ト
で
は
「
三
空
・
四
空
」
状
態
で
材

料
出
尽
く
し
、
情
報
の
無
価
値
化
で
す
。

江
戸
時
代
の
情
報
は
限
定
的

新
聞
、
ラ
ジ
オ
な
ど
も
な
い
江
戸
時
代
の

伊
勢
古
市
で
は
、
芝
居
、
歌
舞
伎
の
出
し
物
、

話
題
と
し
て
お
伊
勢
参
り
で
の
出
来
事
、
事

件
が
演
技
さ
れ
る
ほ
ど
、
伊
勢
の
地
は
。
行

き
交
う
旅
人
情
報
の
受
発
信
の
場
で
し
た
。

今
に
伝
わ
る
伊
勢
の
明
治
生
ま
れ
の
古
老

投
資
家
の
教
え
「
ヤ
リ
氣
配
」(

売
り
気
配
・

遣
り
は
、
手
振
り
の
手
を
挙
げ
る(

手)

木
遣

り
の
遣
り)

三
度
で
買
い
、
そ
れ
ま
で
機
を

待
つ(

間)

姿
勢
・
行
動
が
最
も
重
要
な
の
で

す
。※

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
標
題
の
こ

と
、
拝
受･

拝
読
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す
。

継
続
の
力
に
賞
賛
で
す
。

Ｐ
Ｃ
の
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
プ
ロ

ソ
フ
ト
は
「
一
太
郎
」
を
当
初
よ
り
継
続
使

用
中
で
す
。
今
で
は
少
数
派
と
な
り
ま
し
た
。

表
ソ
フ
ト
は
「
エ
ク
セ
ル
・
マ
ク
ロ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
等
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
外
は
戦
争
・
テ
ロ
・
ク
ー
デ
タ
ー･

自
然
災
害
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
内
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
不
祥
事
、
政
治
不
信
等
々
、

ま
さ
に
、
ナ
オ
ミ･

ク
ラ
イ
ン
『
シ
ョ
ッ
ク･

ド
ク
ト
リ
ン
』
の
指
摘
の
通
り
。

最
近
の
株
高
、
株
式
投
資
の
仕
舞
い
時
を

探
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

先
ず
は
お
祝
い
か
た
が
た
御
礼
ま
で
。

Ｓ
＆
Ｇ
勉
強
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
日
本
社

会
は
、
一
気
に
リ
モ
ー
ト
形
式
に
よ
る
非
対
面
で
の

情
報
共
有
・
交
換
・
業
務
遂
行
が
進
み
ま
し
た
。

本
会
も
、
国
際
Ｃ
Ｃ
Ｏ
交
流
研
究
所
理
事
研
究
員

三
木
俊
和
さ
ん
、
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
南

勢
地
区
連
絡
会
事
務
局
中
川
義
郎
さ
ん
と
東
村
が
世

話
役
と
な
り
２
０
２
２
年
１
月
発
足
、
毎
週
日
開
催
。
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Crossroads
管理人

紙小路篤麿

東京都新宿区東五軒町5-8-1802
二木会これでいいんかい

みしおみちようせんかい

りそうびじねすどうゆうかい

じゅうくのかい

ほのおもえつきるかい

ぐちちくるるつぼようかい

い
っ
ち
ゃ
ん
も
逝
っ
ち
ゃ
っ
た

年
が
明
け
能
登
半
島
大
地
震
が
発
生
な
ど

明
る
い
話
題
の
少
な
い
時
世
。
同
期
生
や
先

輩
の
訃
報
が
相
次
ぎ
加
齢
で
団
塊
世
代
の
年

回
り
と
は
言
え
寂
し
い
限
り
で
す
。

身
内
で
も
こ
こ
15
年
の
間
に
、
父
方
、
母

方
の
従
兄
弟
が
60
代
で
亡
く
な
り
、
自
分
事

の
よ
う
に
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

３
月
に
は
、
高
校
の
同
期
生
が
、
奨
学
生

の
先
輩
が
病
と
闘
い
帰
ら
ぬ
人
に
、―

日
本

人
の
精
神
構
造
の
深
層
解
明
に
高
野
山
大
学

大
学
院
で
真
言
密
教
を
学
び
神
宮
な
ど
神
仏

習
合
の
関
係
性
を
論
じ
て
修
士
号
を
取
得
、

「
遷
宮
と
経
済
の
関
係
性
」
研
究
に
取
り
組

む
小
職
と
た
び
た
び
議
論
を
い
た
し
た
研
究

者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
４
月
９
日
、
幼
少
時
代
に
は
兄

弟
同
様
に
外
城
田
川
河
口
や
宮
川
農
業
用
水

な
ど
で
よ
く
遊
び
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
信

頼
の
従
兄
弟
一
郎
君
の
訃
報
で
し
た
。
合
掌
。

恒
例
の
人
間
ド
ッ
ク
を
３
月
28
日
に
受
診
、

結
果
は
、
「
要
観
察
」
が
あ
る
も
の
の
「
要

治
療
な
し
」
で
何
よ
り
も
健
康
で
あ
る
こ
と

の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
体
感
し
ま
し
た
。

現
役
同
様
、
好
き
な
仕
事
、
研
究
に
従
事
で

き
る
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
、
幸
せ
で
す
。

ひがしむらさんち（おいない果樹園）の

伊勢徳川山 清水“甘夏・あまなつ”

獲れたて 今、あまなつが旬・食べ頃です。

香りがいい、甘みの中に酸味あり、甘酸っぱさが楽しめます。

外果皮は厚めなので、果肉だけを食べるのがおすすめです。

尾鷲の食事処「いちりき」

女将世古和子さんが歌います。

世古さんとは、1984年暮れ、尾鷲商工
会議所会員大会「紅白歌合戦」に紅組代

表で歌われ、小職が司会を務めた縁で現

在もファンの一人です。東京住まいで応

援に行けず残念、頑張ってください。

昨
年
に
続
い
て
好
評
の
大
岩
オ
ス
カ
ー
ル
展
開
催

建
築
家
の
大
岩
昭
之
さ
ん
（
江
東
区
在
住
・
鳥
羽
市
出
身
）

か
ら
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｙ
在
住
の
現
代
美
術
家

大
岩
オ
ス
カ
ー
ル
幸
男
（
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
・
昭
和
40
年
生
）

の
展
覧
会
が
東
京
・
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
８
階
で
「
大
岩
オ
ス
カ
ー

ル
展

乱
流
時
代
の
油
ダ
コ
」
と
題
し
て
大
き
な
壁
画
を
含

め
新
作
25
点
を
展
示
、
４
月
27
日
～
５
月
12
日
㈰
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ト
ー
ク
27
日
16
時
・
無
料

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。


